
 2 週間ぶりの鮎釣りです。この時期にこんなにのんびりすることは無い

のですが、大会も中止になり今一気合が入らないのと、GW からの腰痛が

良くなったり悪くなったりの繰り返しで、先週末は悪い時期に重なったの

で行けず仕舞いでした。今週も腰が痛かったけど、新しい竿を一度も出し

ていないので、何としても行きたいとの思いで出発です。 

 27日は、三面川の解禁、県内だと野尻川や夏井川の解禁で、本当なら三

面川にまっしぐら！と言いたいところですが、まだまだ、泊り遠征に腰が

耐えられそうにないので、釣友のSさんと相談して、無難な久慈川に決め

ました。別の釣友からの情報だと県境手前の下流域が良いとのことなので、

最近行っていない下流へ向かいます。昨年の大水で壊された橋の隣に仮設

の橋が出来ていたので、ここから川をのぞき込むと、岩盤にチラホラ鮎が

見える。ハミ跡もあるのでここに決めることに。少し下流に走ると、右側

のオトリののぼりがあったので、車を停めると、店は開いていない様子。

貼り紙を読むと、セルフで生け簀からオトリをとって、料金は坪の中へと

のこと。3尾1000円とお買い得です。 

 ポイントに戻り、仮設の橋を渡った先にある駐車スペースへ車を停め、

河川に降りると橋の下に先行者が1名。我々は歩いて下流に向かうことに。

平水より少し水位が高い感じですが、釣りには問題ない状況。50m位下っ

たところで、壊れた橋脚？の溝になった所によさそうな石が入っていたの

で、ここからスタートすることにする。竿はもちろん新兵器の銀影競技

T90！。Sさんからは最低10尾は釣らないとオデコ竿になるよ！とのプレ

ッシャー。 

今回も仕掛けは複合の004号。針は、昨年から針ケースに入ったままの

在庫処分押。スピードの6.5号。このポイントは押しがちょっと強いので、

最初から1号玉を付けてよさそうな石の間を引き上げる。さらに引き上げ

て石の頭を超えたところで明確な反応。久しぶりの鮎の感触を楽しみたい

ところですが、少し力を入れるとあっけなく飛んできました。さすがTと

いったところでしょうか。型は18㎝程度のオトリごろです。その後、この

ポイントでは２尾追加し、下流のSさんのところに行くと、瀬で一尾来た

けどバレてしまったとのこと。今度は、水深が浅いザラ瀬にオトリを通す

と、いきなり掛かる。しかも20㎝の良型だ。こんな場所にいるなら入れ掛

かり？と期待したものの、この周辺でも２尾追加したのみ。10時半までの

２時間ほどやって６尾なので、まあ、仕方ないペースですが、Sさんはバラ

シが響いたのか？1 尾と今一の様子。ということで、思い切って上流に移

動することしました。 

 解禁日に良かったらしい塙町の道の駅の上流に行ってみると、釣り人は

ほとんどいません。おかしいと思い川の中を歩いてみると、ハミ跡はほと

んど見られない。放流ものが釣られた後、補給が少ないのかもしれません。

これでは釣りにならないので再び下流へ。東橋から１ｋｍくらい上流の「ア

パート前」と呼ばれるポイントへ。ここはよく来る場所ですが、昨年の大

雨の影響で結構ポイントが無くなっている感じ。これ以上時間を潰すのも

なんなので、早い昼食を済ませて川に入る。降りたところに良さそうな瀬

があるので、私はここからスタートすることに。S さんは下流の平瀬に向
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かう。見渡す限りで一番の強い流れ。ここは誰もやっていないだろうと、2

号玉を付けて瀬頭にオトリを入れる。なんだか変な動きだな？と思った瞬

間、オトリが一気に下流に！さすがに油断しているとTでものされる。瀬

落ちまで下って抜いてビックリの２１㎝。放流ものの残りのようです。こ

れなら次も！と期待するものの（あれッ？朝と同じ？）次がサッパリ・・・・

ここで歩いて200mほど上流へ。ここは好きな瀬が続くポイント。さすが

に岩盤は変わっていないが、昨年まで溝の中にあった石はあまり残ってい

ない感じ。一通りオトリを通すもののやっぱり小鮎１尾のみで撃沈！下流

からSさんが上がってきたので聞いてみると小鮎３尾とのこと。この辺り

は、天然アユが結構見えるものの、まだサイズが小さく出来上がっていな

い感じです。まだ、朝入った下流域の方が良いみたい。 

時間は13時半。これ以上久慈川で移動を繰り返すよりは、帰り道の鮫川

（四時川）が良いと意見が合ったので、大移動するこにしました。 

到着は15 時。簗場で開始するも反応が無く、瀬を下っていくもののチ

ビ鮎2尾。結局、これで意気消沈。最後はナイロンで泳がせまでやりまし

たが釣れず終いでした。まあ、何とか合わせ技ツ抜け達成で、オデコ竿デ

ビューは回避できました。S さんはかかしの前で粘ってポツポツですが、

お互いパッとしないので終了することに。 

来週以降の河川選びが困りました。聞いた範囲では夏井川が良さそうで

すが、どこか気持ちの良い鮎釣りができるところはないでしょうか？ 
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タックル 
竿    銀影競技T９０ 
水中糸  メタコンポ004号 
下付け糸 フロロ0.3号 
ハリス  1.0号 
針    スピード6.5号４本針 

今回も塩焼きは我慢。唐揚げでマ
リネにしました。おつまみには最
高です 

https://www.google.co.jp/maps/@36.8441999,140.3858522,186m/data=!3m1!1e3?hl=ja
https://www.google.co.jp/maps/@36.8843599,140.4144842,313m/data=!3m1!1e3?hl=ja

